
 

 

次期長岡市総合計画の策定について 

 

１ 策定の趣旨 

平成２７年度をもって、平成１８年度から始まった長岡市総合計画の１０年

の計画期間が終了します。 

この間、長岡市は「前より前へ！長岡 人が育ち 地域が輝く」を合言葉に、

合併による新市のまちづくりや、災害からの創造的復興をはじめ、各分野の諸

施策を計画的かつ積極的に進めてきました。 

これまでの総合計画に基づく成果を活かすとともに、魅力あるまちづくりを

進展させるため、平成２８年度からの次期長岡市総合計画を策定します。 

２ 計画の構成及び期間 

今後の長岡市のまちづくりの方向性を示すにあたり、どのような構成及び期間

が最適か検討し、計画策定の中で決定します。 

 ３ 策定の体制 

（１）市民参加による策定 

①「長岡市総合計画策定委員会」を設置し、計画案を審議検討 

②広く市民の声を把握して、計画に反映 

③ホームページによる検討状況の公表、パブリックコメントの公募等 

（２）市議会との連携 

議員協議会などで随時検討経過等を報告 

（３）行政における体制 

「総合計画庁内策定会議」を設置し、計画案を作成 

４ 計画の範囲 

    総合的な計画とし、直接市が事業主体となる事業及び施策を基本としますが、

必要に応じて国、県、民間等が事業主体となる事業等も包括するものとします。 

 ５ 他計画との調整 

    個別の行政計画とは、情報交換、情報共有を十分に行いつつ整合性と体系化

を目指します。 

６ 今後のスケジュール（予定） 

    平成２６年度に、策定委員会を３回程度開催して、現状と課題の整理や、将

来像、計画の柱の検討を行います。 

    平成２７年度は、平成２６年度の検討を踏まえた中で、策定委員会を４回程

度開催し、計画案を作成します。その後、市議会の議決を経て計画の決定とな

ります。 
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